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議論文 1 編、招待講演（海外 2 回、国内 1 回）の資料３編にのぼる研究業績を有し、2 つの
大学等において企業家育成教育の実績を有している。 
 
本論文では、まず経営史的視点から企業の経営戦略の変遷を明らかにしたうえで、今日企業
に求められる差別化に必要なイノベーションを生み出しうる起業家の特性を実証分析によ
って明らかにしている。さらに、自らの起業家教育の実践とその結果分析にもとづき、起業
家教育に必要な要素に関する新たな知見を提示している。これらの点に、本論文のオリジナ
リティがあるとみることができる。 
 
予備審査時と比較すると、章の編成の組み替え等によって、論文の体系性と説得力が大幅に
高まり、博士論文の合格レベルに到達したものと評価できる。しかし、予備審査および本審
査で指摘された修正点（不明確な概念の定義や誤字脱字の修正等を含む）は残されている。
しかし、これらの修正点は比較的短時間で修正可能であると予見できるものである。 
 
本論文のテーマであるイノベーションを創出する人材の育成は日本社会において弱点と言
われている分野であり、それを学術面から検証し、事例研究を通して知見を深め、統計的に
検証したことは高く評価できる。そして、本学位請求論文のタイトルと論文構成に関しては
適正と判断できる。さらに、本学位論文の結論に関しても十分に説得力を有するものである
ことを確認した。したがって、これらの結果を総合的に評価し、本学位請求論文は作新学院
大学学位規定第２条による博士（経営学）の学位に相応しいものと判定する。 
